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います。 

○小関勝助議長 14番、髙橋孝夫議員。 

○１４番 髙橋孝夫議員 ありがとうございまし

た。 

 町田議員は、10分前にやめたいというふうに、

私は５分前にはやめたいと思っていたんですけ

れども、ちょっと長くなりました。 

 いろいろ答弁いただきましたけれど、ぜひ前

向きに対応していただきたいと申し上げて、質

問を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○小関勝助議長 ここで暫時休憩いたします。 

 再開は、３時10分といたします。 

 

 

   午後 ２時５０分 休憩 

   午後 ３時１０分 再開 

 

 

○小関勝助議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 竹田博一議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位10番、議席番号６番、

竹田博一議員。 

  （６番竹田博一議員登壇） 

○６番 竹田博一議員 本日最後になりました。

よろしくお願いをいたします。 

 本定例会に当たり、通告しております２点に

ついて質問いたします。 

 平成26年の７月から長井市生活交通ネットワ

ーク計画で、現状の市営バス３路線、長井蔵京

線、致芳公立置賜総合病院線、平野公立置賜総

合病院線を見直し、市営バスを９路線に拡張す

る計画であります。それにより市内全地区をで

きる限りカバーするバス路線を設け、これまで

バス路線がなかった地域にも生活交通を確保し、

幹線道路以外や市街地区においては、路線上な

らばバス停以外でも自由に乗りおりできるフリ

ー乗降制を導入することにより、自宅、目的地

からバス停が遠く利用しにくいという問題を解

消する計画であります。 

 伊佐沢地区においては、山交路線バスが廃止

になったため、昭和60年から平成26年までの29

年間にわたり伊佐沢住民バスを運行してまいり

ました。交通弱者を守るために、伊佐沢地区民

はもちろん、日の出町地区からの協力を得なが

ら長期にわたり運行できましたことは、地区民

の努力はもちろんのこと、本市の行政の温かい

ご支援があったからと思います。７月からは、

新たに市営伊佐沢バスとして、月曜から金曜１

日８便運行予定でありますことに地区民一同喜

んでいるところであります。 

 ７月から運行する市営バスについて、以下、

質問いたします。 

 小学生の下校の安心安全について伺います。 

 現在、伊佐沢小の児童53人中22人が住民バス

を利用しております。それは伊佐沢小学校の児

童数が少ないゆえに、低学年にもかかわらず長

い道のりを１人で下校しなければならないため

です。長い道のりを１人で下校させることは、

学童自身の安全と保護者にとっての安心が確保

できないとのことから住民バスを利用している

現状です。 

 冬期間以外の住民バス運行がない時期は、家

族の誰かが忙しいのを都合して、下校のために

迎えに出ている状況です。必ずしも迎えの都合

ができる家庭ばかりではありません。例えば、

共稼ぎ家庭、あるいは何らかの事情により都合

できないときは、そのときは学童保育を利用せ

ざるを得ない家庭もあると聞いています。幸い

７月からは市営バスが通年運行の予定でありま
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すので、その市営バスを小学生が利用すること

により、下校時の安全安心が保たれると思いま

す。小学生のバス利用について伺います。 

 次に、運賃の減免については、これまでどお

りの制度を継続して、身体障害者手帳、療育手

帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

ている人、小学校入学前の者は全額無料であり

ます。しかし、小学生においては半額とありま

すが、子育て支援の考え方から全額無料にすべ

きと思います。バス利用料金について伺います。 

 次に、南北中学生が利用しているスクールバ

ス利用について伺います。スクールバス利用は、

原則中学生に限定されておりますが、拡大利用

の考えから、小学生も利用できないものかと考

えています。大変難しい問題もあろうかと思い

ますが、ご所見を伺います。 

 次に、市教育振興計画について伺います。 

 平成26年２月27日の山形新聞の記事によると、

「市教育振興計画案まとまる」とあり、2014年

度から10年間、長井市の教育行政指針となる案

がまとまりました。学校教育、生涯学習、生涯

スポーツの３分野を包括した初の教育関連の総

合計画で、市民にアピールしてきた長井の心を

目指しているのが特徴とされています。 

 その中において、学校数については、今後10

年間、現行の小学校６、中学校２を堅持すると

明記されていました。市内全６地区に小学校が

一つずつある姿が理想だとする市民の考えを反

映させたものとありました。この計画は、教育

関係者や有識者の意見を聞き、教育委員会がま

とめたものとありますが、その構成メンバーに

ついてお伺いします。 

 私は、一般質問で、伊佐沢小学校が少子化の

影響による学童の減少から、複式授業の実態に

ついての質問をしてきました。格差のない教育、

視野の広い学習の重要性を第一に考えなければ

ならないと思っています。そして、今後少子化

が続く現状を考えるとき、長井小との合併をも

考えるべきではないかと質問しました。 

 市長は、保護者の意見を最大に重視しながら

対応していかなければならないと、毎回のよう

に答弁されました。市長の考えに変わりはあり

ませんか、お伺いするものであります。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

まことにありがとうございました。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 竹田博一議員のご質問にお答え

いたします。 

 竹田議員のほうからは、大きく２つご提言、

ご質問をいただいたところでございます。 

 まず１点目の、７月から運行する市営バスに

ついて、私のほうは、小学生の下校時の安全安

心についてということの観点から、小学生を全

額無料にできないか、またスクールバス、中学

校のを小学生にも利用できないかということの

ご質問だというふうに思います。 

 まず初めに、長い間にわたりまして、竹田議

員からもございましたように、伊佐沢地区で住

民バスを独自運行いただいたことに対しまして、

伊佐沢地区の市民の皆様に深く感謝を申し上げ

たいと思います。 

 これまで伊佐沢地区で運行されていた住民バ

スは、地区内全世帯で各戸3,000円以上のご寄

附、ご負担をいただいて、独自にレンタカーを

借り上げながら、運賃は無料で運行していただ

いておりました。住民バスで小学生の利用が始

まったのは平成18年度からであり、伊佐沢小学

校、伊佐沢地区交通確保対策協議会、地区公民

館、保護者の皆様が協議した結果、バスの空席

の有効活用も兼ねて、小学校から遠い地区に住

んでいる低学年児童に限り住民バスの利用が認

められたというふうにお伺いしてるところでご

ざいます。 

 住民バスにかわり、ことし７月から伊佐沢地

区にも市営バスを走らせる計画であり、できる

だけ小学校の下校時間に合わせ運行をしようと
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いうふうに考えておりますので、安全に下校し

てもらう観点では、住民バス同様に小学生にも

乗っていただければありがたいなというふうに

思っております。 

 竹田議員からのご提言でありますが、小学生

の運賃を無料ということについては、伊佐沢地

区の小学生、これは小学生は低学年なのか６年

生まで全部利用できるようにするのかというこ

ともありますが、これは、実はほかの地区でも

そういったことは課題になっておりまして、平

野地区も一部あるかと思うんですが、西根地区、

豊田地区ございます。そんなことで、伊佐沢地

区の小学生だけを無料化するというわけにはい

かないと思いますので、そうしますと、小学生

全員を無料にするといいますと、今度バスが小

さいので、なかなか課題もあるのかなというふ

うに思っておりまして、これらについては少し

検討をさせていただきたいと思いますし、学校

側あるいは保護者からのご意見なども伺って実

施しなきゃいけないんじゃないかなと。 

 竹田議員おっしゃることは、冬期間、特に遠

いところですと、やはり４キロぐらいはあるん

だというふうにお伺いしていますんで、そこを

１人の小学低学年が歩いて帰るというのは危険

だという観点でございますので、そこらについ

てどういうふうな形がいいのか、ぜひ検討をさ

せていただきたいと思います。 

 あと、スクールバスの使用については、これ

は管理課長のほうから答弁いたさせます。 

 次に、２点目の市教育振興計画についてでご

ざいますが、私のほうからはメンバー構成、ま

た中学校２校、小学校６校の考え方に変わりは

ないのかということでございますが、教育振興

計画は教育委員会で作成しているものでござい

ますので、メンバー構成についてや計画の内容

等の詳細は、私のほうでは権限がございません

ので、教育長から答弁あるものというふうに思

います。 

 私からは（２）の、いわゆる小中学校の統廃

合に関する現在の小学校６校、中学校２校の考

え方でございますが、これは以前にも特に伊佐

沢小学校が複式学級化したということで、長井

小学校と一緒に学ばせたいという意向が強いの

ではないかと、格差のない教育、視野の広い学

習の重要性を第一に考えるべきじゃないかとい

うご提言でございますが、これらについて、再

度教育委員会のほうにお願いして、まずは伊佐

沢小学校の保護者と学校側、また、伊佐沢地区

もあるかと思います教育振興会、それから地区

公民館、もちろん地区長会等とのちょっと意見

をお聞きしながら、大部分の方が、これはもう

伊佐沢も統廃合を考えなきゃいけないというよ

うなことであれば、ぜひ具体的に進めなきゃい

けないと思いますので、その後、私のほうでは

特に教育委員会のほうにはお願いはしておりま

せんが、複式学級が今後もまたそういう再び何

年後かになる可能性も高いので、そういったこ

とも含めて保護者、地域の心配はごもっともで

ありますので、竹田議員のご提言によりまして、

ぜひ教育委員会のほうに、そういった保護者を

含めた地域の皆様の声を聞いてどうするか、少

し検討いただくようにお願いしてまいりたいと

思います。 

 私からは、以上でございます。 

○小関勝助議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 竹田博一議員のご質問にお答

えいたします。 

 教育振興計画についてのご質問がございまし

た。まず、メンバー構成でございますが、教育

振興計画の検討に当たって、５つの委員会で検

討いただきました。５つの委員会から各２名の

代表を選んでいただき、この代表と５名の教育

委員で構成する教育振興計画検討委員会合同会

議を経て、このたびの教育振興計画を策定いた

しました。 

 ５つの委員会とは、学校教育部門検討委員会、
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社会教育委員会、文教施設関係整備計画検討委

員会、スポーツ審議会、体育施設関係整備計画

検討委員会とそれぞれの分野ごとにご検討いた

だき、全体的な部分を合同会議で検討いたしま

した。 

 学校教育部門検討委員会では、施設整備を含

めた学校教育について、７名の委員の方をお願

いして検討をいただきました。委員長は、致芳

小学校の倉持宏幸校長先生、副委員長は、教頭

先生を代表して、伊佐沢小学校の浅田道夫教頭

先生、委員は、長井市ＰＴＡ連合会会長の菅野

昭浩さん、長井小学校ＰＴＡ会長の吉田重成さ

ん、長井小学校主幹教諭の目黒孝博先生、長井

北中学校教諭の今泉寿子先生、児童施設代表と

して豊田児童センター園長の大沼久美先生の７

名の方をお願いして検討いただいたところでご

ざいます。 

 それから、市教育振興計画の中で、今、伊佐

沢小学校の複式に伴ってのご質問にかかわって

お答えいたします。 

 ご質問の山形新聞に掲載された、今後10年間

は小学校６校、中学校２校を堅持するとの記事

は、現在、策定中の教育振興計画の第２編、第

１章、第８節の教育施設整備計画に記載されて

いる内容の一部分でございます。 

 第８節では、学校施設と調理場の整備計画に

関することを述べておりますが、推進の方向性

の①として、学校関係施設整備の前提となる市

内小中学校数については、本計画の終期である

平成35年度までは現行の小学校６校、２校を堅

持していきますと記載しておりまして、これを

要約する形で新聞に掲載されたものと思います。 

 ８節では、市内８つの小中学校の大規模改修

工事などについて、今後10年間の計画を記載し

ておりますが、現段階において、統廃合等が決

定している学校がないということを受けて、そ

ういう全ての小中学校に改修整備を行っていく

必要があるっていう、その認識のもとに小学校

６校というふうに記載となったものでございま

す。 

 また、小学校の数については、平成21年度に

長井市小学校将来構想検討委員会を立ち上げて

ご検討いただいて将来構想が出され、それを受

けて教育委員会では、今後10年から15年程度は

現行のまま推移することが望ましいとの方針を

打ち出されておりました。そのことを受けたと

いうことがございます。 

 それぞれの小学校で進められている地域とか

かわり深い教育は、長井の心を育む、10年間の

振興計画の目標を達成する上でもその方針を受

け継いでいく必要があるというようなことだと

判断しております。 

 今後、児童数の減がさらに進んだ場合、小学

校の統廃合の問題については本当に保護者、地

域の意向を最大限に尊重しながら、慎重に進め

ることが求められるんでないかというふうに考

えております。 

 今回ご質問にありました、教育振興計画の小

学校６校を堅持するとの文言については、あく

までも整備計画を進める上での前提条件として

述べているものでございまして、保護者や地域

の皆様の声を否定すると、そういった意味合い

のものではございません。あくまでも保護者、

地域のご要望等を受けながら、十分にその意を

酌んで対処してまいりたいというふうに考えて

おりますので、ご理解をいただきたいというふ

うに思います。 

○小関勝助議長 鈴木一則企画調整課長。 

○鈴木一則企画調整課長 私からは、市営バスに

関しまして、下校時におけます小学生のバス運

賃を無料にする場合の課題ということがござい

ますので、そちらについてお答えをさせていた

だきたいと思います。 

 まず、法的には長井市地域公共交通会議、会

長が遠藤副市長でございますが、こちらのほう

に諮問し、承認されれば対応は可能というふう
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なことになります。しかし、現実的には、次の

３つの課題がございますので、これをクリアし

ていく必要があるということです。 

 まず、第１の課題としては、運賃無料の小学

生の利用という部分では、想定される数が特定

ができませんので、今現在考えておりますのが、

今、伊佐沢バスのほうでは、冬期間のみの部分

につきましては、レンタカー29人乗りで運行さ

れていますので座席等に余裕がございますが、

今回新たに導入いたします市営バスについては、

事前の調査で14人乗りの車両を導入する予定を

しております。ですので、この座席の余裕がそ

の時間帯にあるかどうかということになろうか

と思います。 

 それから、第２の課題として、伊佐沢小学校

の運賃の無料を認めた場合ということで、先ほ

ど市長からもお話があったように、他地区から

にも冬期間やそれから夏期の遠距離児童につい

てのスクールバス利用というような形で行って

いるところもございますので、これが市営バス

のほうに振りかえ等になりますと、無料関係の

部分についてはそれぞれ調整が必要になってく

るというふうなことで、当然これも座席の数が

足りるのかどうかというふうなことも出てまい

ります。 

 それから、３つ目として、複数の地区の小学

生を対応するという公平性からすると、お乗せ

するとすれば、いわゆる学校の時間帯がござい

ますんで、下校時間帯の、それに運行ダイヤを

合わせるというふうなことがありまして、本来、

地域の足というふうな形で、小字単位で回らせ

ていただいている部分もございますので、なか

なか運行ダイヤというふうな部分では非常に調

整が相当難しくなってくるというふうな、今考

えられるところでは３つほど課題がございます。 

 また、運賃が制度的に無料の今現在のバスに

つきましては、運行ダイヤが自由に設定ができ

るところがございますが、市営バスのほうは交

通会議のほうで承認と運輸局の届け出も必要に

なってくるということで、なかなか法規制の関

係で規制が厳しいバスになるということで、自

由度がちょっと異なるという課題がございます。 

 市民の皆様のご要望にはできる限りお応えを

したいと考えておりますが、今回のご要望につ

いては、現時点ではなかなか市営バスという形

ですので、難しさがございます。今、市長が申

し上げましたとおり、さまざまな可能性をいろ

いろ探ってまいりまして、いろいろと検討が必

要かというふうに思います。 

 今回お示ししたものは案でございますので、

最終的には７月からの予定をしてますんで、５

月に最終の長井市公共交通会議というところで

最終的な決定になると思います。その前までに

ある程度概略といいますか、そういうような運

行の形態については、議会の皆様にもお示しを

してご理解をいただいた上でというふうなこと

で、実際に走らせるというふうなことになると

思いますので、それまでの間にいろいろと方策

をさまざま検討してまいりたいというふうに思

います。 

○小関勝助議長 遠藤敏男管理課長。 

○遠藤敏男管理課長兼学校給食共同調理場長 私

からは、スクールバスの利用状況について、特

に現在の状況などをご報告申し上げたいと思い

ます。 

 伊佐沢地区から長井南中学校に通学している

生徒は現在42名おりまして、全員がスクールバ

ス通学の対象者になっております。スクールバ

スの夏場の代表的な運行時間については、朝は

中伊佐沢公民館前を７時35分に出発いたしまし

て、それから下伊佐沢、芦沢、山田商店の交差

点のところで、松木商店で、布施石材のところ

を経由いたしまして南中学校のほうに登校する

ということになっております。 

 下校のほうはですね、第１便は夕方４時５分

に南中を出発して、同じルートで帰宅と。第２
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便のほうは、部活動が終わる夕方６時45分に南

中を出発するということでございます。冬場に

ついてはもう少し下校の時間が繰り上がったり、

あと行事がありますと、また別なダイヤになる

わけでございますが、あくまでも代表的な夏場

の時間ということでご紹介させていただきます。 

 それから、現在伊佐沢地区を回っている南中

の３号車でございますが、定員が61名です。椅

子席が39席でございますので、立つお子さんが

22人で、フルに乗ってそういったような61名と

いうことになりますので、計算上は19名の小学

生の乗車が可能となりますが、南中に聞きまし

たところ、中学生のお子さんもかばんとか荷物

がとても多いので、実際に42名の中学生全員が

乗った場合には、余り余裕がないのではないか

と。夏場の場合は自転車で通うお子さんもいる

ので、42人フルに乗るということは少ないよう

ではございますが、雨の日とかいろんな状況の

中で、フルに乗ることは何回かあるというよう

なことでございました。 

 それから、登下校でスクールバスを利用する

基本的な条件、これは市内同じなんでございま

すけれども、小学生は４キロ、中学生は６キロ

メートル以上の遠距離から通学する場合に乗車

することというふうにしております。ただ、そ

れ以下の距離であっても、いろんな実情をしん

しゃくして乗車させている例もございますけれ

ども、４キロ未満の小学生については、冬期間

の朝、登校時に定員に余裕がある場合に限って

乗車させているという実情にあります。もちろ

ん遠く、４キロ未満でも比較的遠いお子さんと

いう意味でございますが。登校時のみとしてい

るのは、下校時の運行ダイヤを小学校用に組む

というのが非常に難しいためでございまして、

いずれにしてもスクールバスは遠距離通学をす

る児童生徒のために運行することを目的に配備

しているということをぜひご理解いただきたい

と思います。伊佐沢小学校の場合ですが、今、

通っているお子さんで最も遠いお子さんでは、

２キロを少し超える程度の距離にあるというふ

うに聞いております。 

 なお、今年度はそうなんですけども、竹田議

員さんのお宅が学校から３キロちょうどぐらい

でいらっしゃいますんで、３キロを超えるお子

さんが通うときもあるのかなというふうには思

っておりますが、これらさまざまな状況を考慮

しながらスクールバスの運行を検討していく必

要があると考えております。以上でございます。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 それぞれご答弁ありがと

うございます。 

 伊佐沢住民バスについては、きのう安部議員

から、レンタカーでの運行について詳しく説明

がございましたが、そのレンタカーを使う前、

12年間も前に山交バスを利用しているんです。

山交バスをチャーターして、昭和60年の５月に

山交の路線バスが廃止になりまして、廃止にな

りましたので、これじゃとてもバスが来ないと

大変だということで、その年の12月18日から山

交バスで冬期間のみ運行開始しました。12月の

18日から３月の31日までの運行の予定でしたが、

利用者が大変多くて、４月の19日まで延長した

というふうに聞いております。 

 そのときのバスは28人乗りの中型バスで、運

転手さんは山交のプロの方です。１日３万

1,000円だったそうです。それが１日４往復で

３万1,000円。各戸1,000円ずつ協力金をいただ

きまして、そしてそのバスは無料じゃなくて、

100円から300円の間の料金制だったというふう

にあります。昭和61年から平成３年まで会費

1,000円でしたが、ちょっとお金が大変になり

まして、会費が1,200円に上げたそうです。そ

の間、60年から平成８年まで12年間の間、山交

バスを利用しましたが、市からの補助金として

60万円から70万円はいただいたと、１年にです

ね。そのおかげで12年間運行できたというふう
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に思っております。この場をおかりして、本当

にありがたかったなというふうに思っているこ

とであります。 

 その後、平成９年12月20日から２月20日まで

は協力金1,500円でありましたけども、市から

の補助金がだんだん厳しくなりまして、山交バ

スを運行するのが困難になったため、レンタカ

ー借り上げの自主運行に切りかわったというこ

とであります。そのときには、運転手はシルバ

ー人材センターからお願いしました。平成10年

12月から1,500円でずっと運行したんですが、

それでもだんだん予算的に足りなくなりまして、

平成11年からは2,500円に値上げ、そして、平

成12年からは3,000円になった。平成13年から

は3,000円以上というふうにだんだんと値上げ

せざるを得なかったということでございます。 

 25年度をもって住民バスの運行を終了すると、

ことしですね。ちょうどあした最終バス、26年

の３月７日まで運行して、29年間のバス運行の

歴史が終わるということであります。本当に29

年間にわたり、温かいご支援、本当にありがと

うございました。 

 そして、それから話は変わりますが、質問に

移りたいと思います。 

 通学距離４キロまでは登校、歩かせても文句

はない。文句と言うか、何も規定には外れては

いないんだというようなことでありましたけど、

あれは学校を中心にしてコンパスでくるっと、

４キロのところをくるんと丸っこくしてるわけ

で、道っていうのは真っすぐじゃないんですか

ら、こうなってこうありますから、それは少し

違うんじゃないかなというふうに思いますが。

今お話聞くと、４キロでなくても遠いところ、

不便なところは乗せるよと、スクールバスを利

用しているんだというようなお話でした。私は、

市民バスを小学生を無料にしていただきまして、

住民バスと同じような形式で利用したらいいん

じゃないかなというふうに思いますが、今、中

学生がバスで行って、小学生が歩いているとい

うような伊佐沢の実態です。こんな小さいね、

ランドセルやっとしょっている１年生が歩いて、

中学生がアノラックも着ないでバスに飛び乗っ

て、手を振っていくんだね、小学生に。そんで

ね、本当にかわいそうっていうかね、なるんで

す。なるだけあるものは最大限に使ったほうが

いいんじゃないかというのは、私の考えであり

ますので。 

 そして、今、世の中が変わってきまして、安

心安全の問題が一番、何が起こるかわからない、

今の時代。あんときああしてればななんて後で

後悔しても遅いんで、今、何が起こっても不思

議じゃない時代ですので、さっきも申し上げた

とおり、学童の安全、それから保護者の安心感、

それがあれば本当にいいなというふうに思うわ

けでございます。 

 それで、保護者が、１年生低学年で、途中ま

で２人で帰ってくるんですよ、最初は。片方の

人が、じゃあさよならってうちに入ると、１人

になっちゃうんですね、そこで。ずっと長い道

のりを１人でうちまで来なくちゃなんないと。

小学校のほうからも、いや、それじゃあちょっ

と安全面では問題があるから、家庭の人、保護

者がそこまで迎えに来てくれませんかというよ

うなことで、今、じいちゃんばあちゃん、ただ、

いる人ですね、そういう人が迎えに行っている

ようです。共稼ぎの人は当然行けませんので、

そのときはやっぱり学童保育に、ご面倒になっ

て、そして会社が終わってから学童保育してい

ただいたところに迎えに行くというような、行

かざるを得ないというようなことであります。 

 今、学童保育はもう満杯状態なんです、伊佐

沢地区においては。私もこの前かな、質問させ

ていただきましたけど、あんまり小さい部屋に

いっぱい詰めて保育するのもいかがなものかと

いうふうに思います。 

 その点、教育長にお伺いしますけど。あっ、
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できないんだ。じゃあ市長にお伺いしますけど、

料金については、市内、伊佐沢だけ小学生無料

っていうことじゃいけませんと思いますので、

その点は長井市全体で考えるようにして、子育

て支援の面から見ても、小学生は半額ですから、

料金的には大した額ではないと思います、私は。

その点は見込みがあるのか、その辺お伺いしま

す。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 竹田議員が心配されるのはごもっともで、子

供はやっぱり地域の宝ですし、長井の次世代を

背負っていただくわけですから、そういった意

味では、子供たちの安心安全っていうのは最優

先されるべきだと思います。 

 先ほど企画調整課長から答弁の中でありまし

たように、３つ課題があるということで、その

中で一番大きい課題っていうのは、14人乗りな

ものですから、14人乗りのバスですので、小学

生全員乗るっていうことになりますと、これは

もう無理な話で。したがって、多分小学校でも

１、２年の低学年ですよね、今はもう無料化し

ているのは。ですから、そこをまずできるかど

うか。それでも長井小学校の子供たちとか、ほ

かのところなんかとてもとても乗れないわけで

すよね。あと教育上、これは教育長がどういう

ふうに、あるいは教育委員長がどう判断される

かですが、学校によって考え方が違うと思うん

ですね。やっぱり必ず歩かせたいと考えている

ＰＴＡ、保護者、あるいは学校側もできるだけ

歩いて小学生のうちは通学するんだという考え

方などもあると思いますので、そこのところは

ちょっと私の権限で、じゃあ無料にしましょう

ということもすぐにはいかないのかなと。 

 あと、教育委員会としても各小中学校、小学

校のＰＴＡなり学校側の考え、あと教育委員の

皆さんの考え、そういったことなども勘案して

決めなきゃいけないことだと思います。竹田議

員のおっしゃることはよくわかるんですが、そ

んなことで検討させていただきたいと思います。 

 なお、教育長がよろしいのか、教育委員長の

考えがよろしいのかですが、ちょっとじゃあ教

育長のほうから答弁をしていただくようにお願

いしたいと思います。 

○小関勝助議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 今、歩く、歩かないかってい

う議論であれば、当然子供は、子供だけじゃな

くて、やっぱり運動はしたほうがいいとは思い

ます。 

 ただ、安全面という理由でいった場合には、

小さい子供がたった１人で寂しい場所を歩くと

いう、あるいは交通面でもかなりあそこは通る

わけでありますので、危険が伴うということも

ございますので、そこら辺のところを両面から

考えていく必要があるというふうに思っており

ます。 

 学童保育については市の当局のほうで考える

と思いますけども、スクールバスについては、

下校便が２便、伊佐沢には出ておりまして、そ

のうちの１便だと部活に、余り早い時間なもの

ですから、部活をやっていく子供さんはほとん

ど乗られていなくて、本当に特別に用があって

帰るお子さんであるとか、あと、ちょっと自転

車通学がなかなかできないというお子さんとか

ですね、そういうお子さんが利用しているとい

うふうに認識しています。そこの部分だとゆと

りがあるんです。ただ、冬期間になると全員バ

ス通になるものですから、部活がないときとか

ってあるんですよね、インフルエンザがはやっ

て部活が中止になるとかですね。それから、３

年生になると受験期になりますので、部活をし

ないで帰るということで、１便が少し込み合う

ということになってきます。そのようなことで

実情がございますので、そこに乗れるかどうか

については検討を要するのかなというふうに思

っております。 
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○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 ぜひ検討をなされて、下

校時の安心安全のためにも、ぜひご検討をいた

だきたいなというふうに思います。 

 登校時はみんな集団で登校しますので、余り、

余りってね、安全面は確保されると思いますが、

下校面でよろしくお願いしたいというふうに思

います。 

 それから、小学校の数でありますけども、教

育委員会からおもらいした資料を見ますと、平

成30年までの児童数の推移があります。10年間

の計画ですが、10年間の中には、まだこれから

生まれる人というか、子供も大分、ここもあと

５年間、数がわからないんですね。昭和30年以

降の児童の数から35まで……。 

（「平成だろう」と呼ぶ者あり） 

○６番 竹田博一議員 あっ、平成、平成、平成。

平成５年間の数が不確定であります。いつがた

んと減るかは生まれてみないとわからないこと

でありますので、その点、市長はその学校数に

ついては、統合については保護者の意見を聞い

て、そして検討するよというような意見ですが、

これからもその保護者の意見を最大限にお聞き

なさって、これからもしていただきたいなとい

うふうに思います。 

 以上で質問を終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

 

 

   散     会 

 

 

○小関勝助議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は、明日午前10時といたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時００分 散会 




